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び組織学的評価を行った (n = 6）。移植群では対照群と比べ、創部閉鎖までの日
数は統計学的有意に短く、創部真皮層血管密度は有意に高かった (p < 0.05)。
移植時の ASC シートで血管新生因子分泌を認め、移植した ASCs は移植後 14 日
目に新生血管内皮細胞周囲に存在し、移植した ASC シートは血管新生因子分泌
にて間接的に血管新生を促し、直接的に新生血管構築に関わる可能性が示唆さ
れた。糖尿病ラットの骨露出全層皮膚欠損創において ASC シートと人工真皮の
併用は血管新生および創部治癒促進を認めた。結論として、 ASC シートは糖尿
病性重症潰瘍の新しい局所治療法となり得ることが示唆された。  
